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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第65期
第３四半期
連結累計期間

第66期
第３四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成28年６月30日

自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日

自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日

売上高 (千円) 22,640,286 23,227,211 30,097,284

経常利益 (千円) 142,556 176,273 232,574

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 74,156 104,526 125,360

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 5,160 216,902 124,524

純資産額 (千円) 4,656,226 4,921,969 4,775,763

総資産額 (千円) 13,486,490 14,057,705 13,234,233

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 15.79 22.30 26.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 34.4 35.0 36.0
 

 

回次
第65期
第３四半期
連結会計期間

第66期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

１株当たり四半期純利益金額　
又は四半期純損失金額（△）

(円) 0.17 △2.64
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費は横ばいで推移したものの政府による経済政策や

日本銀行による金融緩和策などにより企業収益や雇用情勢は改善がみられ、穏やかな回復基調となりました。一

方、米国新政権の政策動向や新興国経済の停滞などにより、依然として先行き不透明な状況が続いておりまし

た。

このような経済状況の中で、当社グル-プはビジネス環境の変化に対応するため体質を強化し、積極的な営業

活動をしてまいりました。

この結果、前年同四半期と比べ、売上高は、232億27百万円と５億86百万円（2.6％）の増収、営業利益は、１

億43百万円と29百万円（25.6％）の増益、経常利益は、１億76百万円と33百万円（23.7％）の増益、親会社株主

に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益等で１億４百万円と30百万円（41.0％）の増益となりました。

各セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

（化学工業薬品）

化学工業薬品は、主力であります電子部品産業が堅調に推移し、ジェネリック医薬品製造業も増産体制の準備

を進めており、前年同四半期を上回りました。また、同関連機器は、大学への大型案件及び追加受注等があり前

年同四半期を大幅に上回りました。この結果、売上高は、全体で111億29百万円と10億72百万円（10.7％）の増

収、セグメント利益(売上総利益)は、８億99百万円と45百万円（5.3％）の増益となりました。

（臨床検査試薬）

臨床検査試薬は、前年同四半期に検体検査項目のスポット採用があったため前年同四半期を下回りました。ま

た、同関連機器は、前年四半期に大型案件があったため前年同四半期を下回りました。この結果、売上高は、全

体で92億26百万円と５億50百万円（△5.6％）の減収、セグメント利益(売上総利益)は、８億54百万円と22百万

円（△2.6％）の減益となりました。

（食品）

食品は、円安による原料等の高騰や原料不足による製造量減少などありましたが、消耗品が増加し、前年同四

半期を上回りました。この結果、売上高は、24億60百万円と51百万円（2.2％）の増収、セグメント利益(売上総

利益)は、２億３百万円と０百万円（0.0％）のほぼ横ばいとなりました。

(その他)

その他は、栽培面積の減少や農薬使用回数の削減など厳しい状況が続いておりますが、りんご栽培農薬の増加

などがあり、前年同四半期を上回りました。この結果、売上高は、４億10百万円と13百万円（3.3％）の増収、

セグメント利益(売上総利益)は、利益率が向上したことにより39百万円と４百万円（12.7％）の増益となりまし

た。
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（２）財政状態の分析

資産・負債及び純資産の状況

当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、８億23百万円増加し、140億57百万円とな

りました。また、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、６億77百万円増加し、91億35百万円、純資産

につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億46百万円増加し、49億21百万円となりました。主な内容は以下

のとおりであります。

（資産）

資産の増加の主な要因は、現金及び預金が６億21百万円、商品が１億43百万円及び投資有価証券が１億70百万

円増加したことによるものであります。

（負債）

負債の増加の主な要因は、支払手形及び買掛金が５億19百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産の増加の主な要因は、その他有価証券評価差額金が１億13百万円及び利益剰余金が34百万円増加したこ

とによるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,640,000

計 14,640,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,800,000 4,800,000
東京証券取引所JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数　　1,000株

計 4,800,000 4,800,000 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

― 4,800,000 ― 820,400 ― 881,100
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)
普通株式  　112,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 　4,677,000 4,677 ─

単元未満株式 普通株式 　　 11,000 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数        4,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,677 ―
 

(注) １．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成29年3月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

２．「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が27株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東北化学薬品株式会社

青森県弘前市大字神田
１-３-１

112,000 ─ 112,000 2.3

計 ― 112,000 ─ 112,000 2.3
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年10月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 396,933 1,017,945

  受取手形及び売掛金 7,121,914 6,951,507

  電子記録債権 61,323 92,002

  商品 824,861 968,336

  繰延税金資産 52,137 17,125

  その他 259,851 219,604

  貸倒引当金 △981 △902

  流動資産合計 8,716,039 9,265,619

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 394,532 380,275

   土地 1,569,373 1,569,373

   リース資産（純額） 153,405 146,079

   その他（純額） 290,538 296,252

   有形固定資産合計 2,407,850 2,391,981

  無形固定資産   

   リース資産 ― 57,247

   のれん 32,448 8,112

   その他 15,908 14,883

   無形固定資産合計 48,356 80,242

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,125,334 1,295,611

   リース投資資産 128,148 215,768

   その他 846,966 847,335

   貸倒引当金 △38,462 △38,854

   投資その他の資産合計 2,061,986 2,319,860

  固定資産合計 4,518,193 4,792,085

 資産合計 13,234,233 14,057,705
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,630,880 7,150,643

  電子記録債務 163,564 214,060

  短期借入金 425,000 370,000

  1年内返済予定の長期借入金 68,760 68,760

  リース債務 104,208 122,697

  未払法人税等 20,011 57,122

  賞与引当金 60,050 14,100

  その他 136,307 141,680

  流動負債合計 7,608,782 8,139,063

 固定負債   

  長期借入金 120,900 69,330

  リース債務 245,949 375,702

  繰延税金負債 163,679 214,046

  退職給付に係る負債 103,468 103,233

  役員退職慰労引当金 174,233 182,026

  その他 41,456 52,333

  固定負債合計 849,687 996,671

 負債合計 8,458,470 9,135,735

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 820,400 820,400

  資本剰余金 881,100 881,100

  利益剰余金 2,731,856 2,766,063

  自己株式 △51,753 △52,163

  株主資本合計 4,381,602 4,415,399

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 410,505 523,680

  退職給付に係る調整累計額 △26,891 △22,023

  その他の包括利益累計額合計 383,613 501,657

 非支配株主持分 10,546 4,913

 純資産合計 4,775,763 4,921,969

負債純資産合計 13,234,233 14,057,705
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 22,640,286 23,227,211

売上原価 20,670,301 21,230,373

売上総利益 1,969,985 1,996,837

販売費及び一般管理費 1,856,031 1,853,728

営業利益 113,953 143,109

営業外収益   

 受取利息 2,580 2,850

 受取配当金 18,249 21,047

 受取手数料 6,765 7,027

 その他 6,820 5,262

 営業外収益合計 34,416 36,188

営業外費用   

 支払利息 4,963 2,710

 持分法による投資損失 1 ―

 その他 850 313

 営業外費用合計 5,814 3,024

経常利益 142,556 176,273

特別利益   

 固定資産売却益 ― 702

 投資有価証券売却益 1,647 39,429

 投資事業組合運用益 1,174 13,702

 特別利益合計 2,822 53,834

特別損失   

 固定資産除却損 844 ―

 固定資産売却損 601 ―

 特別損失合計 1,446 ―

税金等調整前四半期純利益 143,932 230,108

法人税、住民税及び事業税 35,327 93,368

法人税等調整額 31,431 37,880

法人税等合計 66,758 131,249

四半期純利益 77,174 98,858

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

3,017 △5,668

親会社株主に帰属する四半期純利益 74,156 104,526
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 77,174 98,858

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △72,013 113,175

 退職給付に係る調整額 ― 4,867

 その他の包括利益合計 △72,013 118,043

四半期包括利益 5,160 216,902

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,485 222,535

 非支配株主に係る四半期包括利益 2,675 △5,633
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
至 平成28年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 61,380千円 62,580千円

のれんの償却額 24,336千円 24,336千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月17日
定時株主総会

普通株式 79,865 17.00 平成27年９月30日 平成27年12月18日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月20日
定時株主総会

普通株式 70,319 15.00 平成28年９月30日 平成28年12月21日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 10,057,804 9,776,566 2,408,194 397,720 22,640,286 ― 22,640,286

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 10,057,804 9,776,566 2,408,194 397,720 22,640,286 ― 22,640,286

セグメント利益 854,189 877,643 203,136 35,016 1,969,985 ― 1,969,985
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 11,129,903 9,226,416 2,460,077 410,813 23,227,211 ― 23,227,211

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 11,129,903 9,226,416 2,460,077 410,813 23,227,211 ― 23,227,211

セグメント利益 899,391 854,778 203,203 39,464 1,996,837 ― 1,996,837
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
至 平成28年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 15円79銭 22円30銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 74,156 104,526

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

74,156 104,526

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,697,608 4,687,867
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月９日

東北化学薬品株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   泉   　   淳   一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中   村   憲   一   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北化学薬品株

式会社の平成28年10月１日から平成29年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年４月１日から

平成29年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年10月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北化学薬品株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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